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宇宙開発方針について
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科学技術庁

6が国の宇宙開発は・宇醐発委員会の牢める回忌醗計画

にそって進めちれている。

　しかし、この宇宙開発計画は、毎年度見直し、翌年度実施分

を中旅して辮輔導る計画を定める壁どまつやるが＼

我が国の人工衛星も実用化の蒔代を迎え、長期的計画が是非と

も必要であると考えちれる。当庁としてはかかる襯点からその　’

第1段階として字宙開発方針を定めた。．

　醸のため、委賃会たお・いても宇宙開発計画や今後の進め方と

φ整合性等もふまえながら本方針を＋分検討されるこ．とを要望

する。
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　．　　　　　宇宙開発方封

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　昭和51年10月8日．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　科学　技術庁

　　　　従来の経緯と宇宙開発委員慈談会了承事項に基づき、当庁とし

　　　て、今後の計画、研究、開発に関して下詑のとおり方針を定める。

　　　1　衛星について

　　　　①　静止衛星　　　、

　　　　　ω　約150北9までの技術開発、観測、通信実験等の各種

　　　　　　衛星の打上げを、従来の計画を更に発展させて、引き続き

　　　　　　推逸する。
●．

　　　　　㈲綿50kgまでの気象・縮・雄・航下等r糊実
　　　　　　用衛星の打上げを引き続き発展推進する6

　　　。（2》華道衛星

　　　　　ω　高度壌000kmで約800k：9までの測地、科学等の各

　　　　　　種衛星打上げの計画と実雄を推進する。

　　＼　　（司　高度1000kmで約14・00kgまでの観測、監視、探

　　　　　　査等の各種衛星打上げの討画と実施を推進する。

　　　　（3》　N改1ロケットめ能力を超える人工衛星につ“ては、蕊改

　　　　　皿’ロケットの開発の進ちよく状況、当該人工衛星の必要聾及

●　　ぴ必要となる時期等を勘案して・醗を進めるものとするが・

　　　　　之の場合》必要に応じて外国のロケットによる打上げ等につ．

　　　　　いても考慮する。

　　　　（4tそれぞれの三星の重鎗については、極力N、．N改1、．聾改

　　　　　野獣・ケツゆ打上げ能旅応じたも・のとな砿棚整に
、

　　　　　努力する。　、　　　・

　　　　　．‘畷鱒　ド、

　　　　　　　　　　　　　　　　、ω

2　ロケットについて

（1）　1ごロケット

　　　Nロケットは、喬度toOOkm執道傾斜角綿50度の円軌

　道換算で約80qkgまで・静止軌道で約幽45α些9までの人

　工衛星の打上げに適した機種として、竃離層観灘衛星シリー

　ズ、技術試験衛皐シリーズ、測地衛星、科学衛星等各種衛星

　　の打上げに使用する。　　　　’

（2）　二階1’ロケツ十

　　　厨改1μケットは・約、550kg唆での同種三二静止衛星や

　高度稲00ゆ・軌道騨角絢50農の三道換糞で綱400kg
　　までの人工衛星の打上げ峰適した機種：として・第2号静止気

　象衛星をはじめとする気象衛星シリ．一ズ、遜樽衛星、放送衛

　星・航行衛星・地球観測衛星等各種衛星の打上げに使用する。’

（3）　H改丁ロケット

　　　μ攻Hロケットは、昭和’5．0卑代末から昭和6’0年代にか

　けて打上げ搬語れている放送西行鋤・騨等賜田

　　の大型人工禦星の打上げに使用し＼重髭約506：kg以上の

．醗醒を打ち上肺門回する助ッ．嵯して麟を進
　める。　　　　・　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　噌

　　　この㌃ケットの最終釣性能、開発の進め秀等については今

　後肺門討し・．具証していくものとする・　一．

（4｝今後の改良について

　　それぞれ㊥ロケットの性能及び応用範囲三六のための改良・

　は進めるがぐ能力の拡大ば行わず∵富だ㍉それぞれφロケット

　　　　　　　　　　　　　‘2ブ’
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　　　＼の勲の欄の醜の人工醒征げ用・ケツ三ついて鳳．
　　　　　　開発を進めないρ

　　　　　5藁界の育成について　・
な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

　　　　　　（1）　人工衛星

　　　　　　（2プ上のシステム『

　　　　　（3）．ロケット

　　　　　（4｝上のシズテム

　　　　　㈲　その他の打上げ及び三跡施設

⑪　（61上⑳ステム
　　　　　（7）その他

＼

以上畔鯛発に縣す礫界は、それぞれ2グループ旧

藩肌て育騨ることξすう・鵬馳のグループから瀧
のない場合だけとする。
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